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1は じ め に
財務会計は管理会計 とともに企業会計の二大領域 を形成する。管理会計が内
部報告会計であるのに対 し,財務会計は外部報告会計 という特徴 をもっている。
財務会計では企業の作成 した会計情報を外部の利害関係者に提供する会計の側
面が扱われる。財務会計はどのように生成 し,いつ頃誕生 したのであろうか。
その答えを見出したいということが本稿の動機になっている。
制度 として財務会計が確立 されたのは第二次大戦後のことである。その点に
ついてはあまり異論がない と思われる。財務会計制度は突然に出現 したわけで
はない。制度を確立するためにはそのための条件が整備 されていなければなら
ない。成立事情を明らかにするためには,そ のような条件に関する検討が必要
になる。
本稿の目的は,財 務会計をその構成要素に分解 し,それぞれの起源を探求す
ることにある。それにより財務会計が生成 ・誕生 した経緯を明らかにしたいと
〔1〕
2考 える。 なお,
こ とにす る。
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ここではわが国の財務会計のみを検討の対象 として取 り上げる
2財 務会計の構成要素
財務会計が成立するために必要な要素 として何をあげた らよいであろうか。
人によって見方は異 なるかもしれない。 ここではまず財務諸表 を中心に据え,
3つの視点か ら基本的な構成要素を抽出してみたいと考える。財務諸表を中心
に位置づけたのは,そ れが会計情報の伝達手段 として財務会計のなかで最 も重
要な役割 を果たしていると判断したか らにほかならない。
財務会計の構成要素を分析するさいの第1の 視点は,財 務諸表の作成者 と利
用者の関係に向けられる。財務諸表の作成者 は企業であ り,利用者 は外部の利
害関係者 になる。企業の規模が拡大するにつれて,利 害関係者の数は増え,し
か も多様化する。外部の利害関係者 という表現はきわめて広範な人びとを含ん
でいる。企業の所有者および債権者が主要な存在になるとはいえ,そ れだけで
はない。その他に,国,地 方 自治体,従 業員,消 費者なども利害関係者にな り
うる。 どの範囲まで含めるかについてはそれぞれの時代背景を考慮 に入れて判
断する必要があろう。いずれにして も,企業と外部の利害関係者の区別が存在
しなければ,財 務会計は成 り立たないといえよう。
第2の 視点は財務諸表を作成するさいの技術的な側面に向けられる。財務諸
表は複式簿記 という記帳システムにもとついて作成 される。複式簿記は最 も有
用な技術 として多 くの企業で現実に利用 されている。会計情報は複式簿記の技
術に支えられているといってもよいであろう。企業で生起する取引および事象
は複式簿記によって記帳処理 され,決 算時に財務諸表としてまとめられる。今
日の決算は期間損益計算を前提 にしているため,財務諸表は定期的に作成 され
る。
複式簿記 と財務諸表の関係は一体的にとらえることも可能であろう。しか し,
ここでは2つ の構成要素 として区別 しておきたい。財務諸表は必ず しも複式簿
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記から自動的に導びき出されるものではないからである。たとえ同じ複式簿記
を用いたとしても,財務諸表の種類や様式は異なることがある。財務諸表は時
代 とともに変化する。財務諸表を有用なものにす るためのさまざまな工夫が試
み られてきた。両者の関係は一律 に規定されるようなものではないといえよう。
財務会計を考察するさいには,複式簿記と財務諸表を別々の構成要素 としてと
らえることが適切 と思われる。
第3の 視点は財務諸表に含 まれる会計情報の内容 に向けられる。構成要素と
しては会計基準 と会計監査があげられよう。財務諸表を作成するには会計処理
に関す る判断の拠 り所が必要 になる。会計的判断の拠 り所 となるのが会計基準
である。適切な会計基準にもとついて財務諸表が作成されなければ,そ の利用
価値は著 しくそこなわれる。会計情報の質を高めるためには高い水準の会計基
準が要求 される。
また,財 務諸表に対する信頼性を高めるためには,会 計監査が必要になる。
外部の利害関係者が財務諸表 を信頼するのは,独立 した第三者が監査を行なっ
ているか らにほかならない。その職務を遂行するのは公認会計士 または監査法
人になる。
以上の6つ の構成要素は図表1の ように関係づけられる。 これら6つ の要素
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は財務会計 を構成する基本的な内容と考えられる。つ ぎにそれぞれの起源につ
いて考察を進めることにしよう。
3企 業と外部の利害関係者の起源
企業の原点は商人にある。個人の商業活動が出発点にな り,次第に株式会社
企業に発展 した。商人といっても零細な事業を営む者から多数の使用人を雇用
して大規模に事業を展開する者 までさまざまである。後者 は近世において豪商
と呼ばれていた。豪商の例 としては,鴻 池新六と宗利,住 友政友 と蘇我理右衛
門,三 井殊法 と高利 ・高平,河 村瑞賢,紀 伊国屋文左衛門といった人物が とり
あげ られている1)。こうした豪商のなかには幾世代 にもわた り事業を継続させ
た商家もある。
商人のなかでも近江商人と呼ばれる一群の人び とは特有の商法を身につけて
いたようである。近江商人は幕藩体制下にあって遠隔地問の卸売取引に従事 し
たといわれている。中井家の会計帳簿を研究 された小倉栄一郎氏は,近 江商人
の経営理念についてつ ぎのように述べている。
「売手 よし,買手 よし,す なわち顧客にも喜んで もらうというのは取引であ
るから当然のことである。近江商人にはその上に 『世間によし』が加わって 『三
方 よし』 とい う主義 となった。これは近江商人特有のもの として300年生き続
けた理念である2)。」
近江商人にとっては 「世間」も利害関係者に含まれていたことになる。ただ,
会計情報を公開するまでには至 らなかっただけである。商家の内部では会計情
報が経営管理手段 として利用されていた。同氏はつ ぎのように説明する。
「規模が大 きくなると分権管理組織 をとるにいたる。支店一出店 ・枝店を多
数構え,そ の一々に世話人とか支配役 と呼ばれる管理責任者 を置 き,主人は本
1)宮本又次著 『豪商列伝』講談社,平 成15年参照。
2)小倉栄一郎著 『近江商人の経営管理』中央経済社,平 成3年,1ペ ージ。
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家にいて,総 括するのであるが,そ の管理手段 として緻密で合理的な複式決算
法をあみ出し,そ の中に管理基準 を盛込んで,管 理責任者の業績 を評価するた
めの決算 を考え出したのである。外部の出資者に対 しておこなう決算報告 とは
違った,自 己の目的に発する複式決算が行われていたのである3)。」
主人 と支店管理者の問には利害の対立があったにちがいない。それを有効な
管理に結びつけるために会計が利用されたわけである。管理会計のなかに財務
会計の源泉が潜んでいた といってもよいかもしれない。
幕末から明治にかけて会社についての考えが導入 された。福沢諭吉の 『西洋
事情』ではつぎのような 「商人会社」が紹介されている。
「西洋の風俗 にて大商売を為すに,一商人の力 に及ばざれば,五人或は十人,
仲間を結てその事を共にす。之 を商人会社 と名つ く。既 に商社を結めば,商 売
の仕組,元金入用の高,年々会計の割合等,一切書に認めて世間に布告 し,『ア
クション』 と云える手形を売て金を集む4)。」
商人会社 は商社 ともいわれている。アクションとい うのは株式のことである。
株式会社の仕組みが素朴 なが ら説明されている。
わが国で最初の株式会社は明治6年 に設立された第一国立銀行 といわれてい
る。その総監役に就任 したのは大蔵省を退職 した直後の渋沢栄一であった。渋
沢の関与 した会社はその他にも多数あったといわれている。たとえば,王子製
紙,東 京海上保険,大 阪紡績,日 本鉄道,日 本郵船,東 京瓦斯,東 京石川島造
船所,日本精糖,浅野セメン ト,日本興業銀行,大 日本麦酒などがあげられる。
株式会社の発展に寄与 した渋沢について,土 屋喬雄氏はつ ぎのように評 して
いる。
「渋沢栄一は,一般 に 『実業王』とか 『財界世話役』とか,『財界の大御所』
とか 『財界の太陽』 とか呼ばれてきた。 また明治 ・大正 ・昭和初年時代におけ
る 『日本近代資本主義の最高指導者』 と称せ られた。何故に,人 々が渋沢を単
3)同書,25ページ。
4)福澤諭吉著 『西洋事情』(著作集第1巻)慶 鷹義塾大学出版会,平 成14年,26ペー
ジ。
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に大実業家 とのみ称 さないで,前 述 したような特殊な表現を以て呼んだのであ
るか。それは,渋 沢は単なる実業家あるいは単なる資本家,単 なる金持ではな
かったからであろう。すなわち渋沢は自己一身の営利追求ないし資本蓄積 にの
み働いた人ではなかったか らであろう。渋沢の本領は,維 新以後の日本社会の
善 き意味での近代化 における民間経済界での大指導者であったか らであ ろ
う5)。」
ちなみに,渋 沢の 「実業 ・経済関係の役職は約五百なのに比 し,公共 ・社会
事業関係の役職は約六百あった6)」ということである。
株式会社の発展にともない,株 主は当然に増加 した。そうした株主達は重要
な利害関係者 になり,会計報告が行 なわれるようになった。第一国立銀行の場
合,財 務諸表は株主に提供されただけでな く,大蔵省 に提 出するとともに決算
公告 として新聞にも掲載 された。政府および一般の人びとも利害関係者 として
とらえられていたようである。銀行業 という特殊事情があったせいか もしれな
い。一般企業に対する規制は商法の制定以後になる。
4複 式簿記と財務諸表の起源
わが国に西洋式の複式簿記が導入 されたのは明治6年(1873年)のことであ
る。それ以前,わ が国では固有の簿記が発展 を遂げていた。それは和式帳合法
と呼ばれている。わが国の記帳システムは和式帳合法から西洋式複式簿記へ と
展開したわけである。和式帳合法が複式簿記の要件をそなえていたかどうかに
ついては議論のあるところである。
ルカ ・パチオリの 『算術,幾何,比,お よび比例全書』が公刊されたのは1494
年である。同書は複式簿記に関する解説を含む数学書であった。わが国への西
洋式複式簿記の導入は400年近 く遅れたことになる。
5)土屋喬雄著 『渋沢栄一』吉川弘文館,平 成元年,270ペー ジ。
6)同 書,258ペー ジ。
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明治6年 というのは福沢諭吉の 『帳合之法』およびアラン ・シャンドの 『銀
行簿記精法』が出版 された年 として知 られている。ただし,前者は米国の簿記
書のうち単式簿記の部分 を訳 したものであり,複式簿記の部分は翌年 に出版さ
れた。また,後 者は大蔵省で翻訳 された複式簿記書であ り,銀行業の実践的な
手引書として利用された。
江戸時代にオランダから西洋式簿記書がすでに輸入されていた。 また,横 須
賀製鉄所(造 船所)や 大阪造幣寮で西洋式簿記が実践されていたこともはっき
りしている。 しか し,そ れらは全国に普及 しなかった7)。それに対 して,明 治
6年以降に翻訳出版された多 くの西洋式簿記書については大 きな影響を与えた
ことが明 らかになっている。
和式帳合法の発展過程はあまり明確 とはいえない状況にある。商取引の記帳
方法が商家内で秘密にされていたことによる。商家 ごとに独 自の工夫が加 えら
れていたわけである。そうしたなかで,中 井家,三 井家,鴻 池家等の帳合法は
かな り高水準のものであった。中井家の帳合法について,小倉栄一郎氏はつぎ
の ように要約 している。
「中井家帳合はまことに強力な支店管理機能 と資本維持機能を有 していた。
その全組織は本支店会計制度として理解ができるもので,計 算利息を用いた成
果分割 と,本 支店勘定を用いた分割会計を骨子 として,そ れぞれの会計単位に
は徳用の分配で刺戟をあたえ,利 息込正味身代の維持をもって責任限界 を示す
ところの一種の独立採算制 をなしている。 しかるに,中 井家企業全体 としては
完全 に本家 に集中す る単一資本の分肢経営である とい う立場 は失っていな
い8)。」
前にも述べたように,管 理会計が中心になっていたわけである。また西川登
氏は,近 世か ら近代移行期 にかけての日本の簿記会計の通史を考察 し,つ ぎの
7)岡 下敏 「わが国への簿記の導入 とその定着」(小林健吾編著 『日本会計制度成立史』
東京経済情報出版,平 成6年,20-25ペー ジ参照)。
8)小倉栄一郎 「江州中井家帳合の法について」『会計』第77巻2号,昭和35年2月,
107ペー ジ。
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ようにまとめている。
「17世紀後半 に台頭 して三都で活躍 した商家は,地域事業部制にも似た階層
的管理組織に対応する内部会計報告 システムを,日 本固有の複式簿記によって
築 き上げた。内部会計=管 理会計の高度の発展 とは対踪的に,資 本市場の未発
達から外部公表会計は存在せず,明治初期にイギリスの会計技法を導入 しても,
外部会計は,一 般株主 ・債権者向けの財務会計 というよりも,『上』=政 府へ
の報告 としての機能が強かった。一方,江 戸時代は,外 部会計だけでな く教本
類の不在 もあって,諸 商家間の簿記会計の統一性は乏 しかったが,19世紀 には
地方商家間にも和式複式決算簿記が広 まった。明治以後の在来企業における和
式帳合から洋式簿記への転換の進行は緩 慢であった9)。」
和式帳合法から西洋式複式簿記への転i換がゆっ くり進行 したのは,両者の違
いが きわめて大 きかったせいであろう。記帳システムには多数の要因が関連 し
てお り,その変更 には人びとの意識改革が必要 とされたのである。西川孝治郎
氏によれば,わ が国固有の簿記法の特徴 はつ ぎの5点 に整理 される10)。
① 帳簿は和紙 を二つ折にし長綴裁切 にしたものと,用紙を四つ折にし二十
枚ばか りを一綴 とし,これを多数積み重ねて綴合 したものとがある。
② 用紙は無罫で,出 入を記入する如 き場合には出または入の字を書いて区
別する。
③ 数字は日本数字で五百六十七円等の如 く在来の記数法による。
④ 無論筆墨による縦書である。
⑤ 多数の帳簿にわかれ総勘定元帳に当たるものはない。
和式帳合法 と西洋式複式簿記の間には連続性を認めがたいとす る見解が出て
くるのも無理はない。
外部報告 目的の最初の財務諸表としては,第 一国立銀行が明治6年12月31日
の第1回 決算 にもとついて作成 したものがあげられる。「半季実際報告」およ
9)西川登 「会計組織 と簿記技法」(安岡重明 ・天野雅敏編 『近世的経営の展開(日
本経営史1)』岩波書店,平 成7年,228ぺ・一・ジ)。
10)西川孝治郎著 『日本簿記史談』同文舘,昭 和46年,12ペー ジ。
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び 「半季利益金割合報告」 と称 され,大 蔵省 に提出された。前者は利益金処分
前貸借対照表であり,後者は損益および利益金処分結合計算書であった。また,
第2回 決算からは東京 日々新聞に公告が掲載 された。決算公告では 「総勘定書」
および 「差引表」が公表された。前者は利益金処分後貸借対照表であ り,後者
は損益計算書(第2回 のみ)で あったと指摘 されている11)。
和式帳合法においても財務諸表は作成 されていた。西川登氏によれば,「近
世 日本では,貸 借対照表 ・純資産計算書を基本要素とする決算報告書 を作成す
る商家と,貸借対照表 ・損益計算書が基本要素の決算報告書をつ くるものとが
あった12)」といわれている。純資産計算書 というのは期末純資産を二重測定
するために期首純資産に期 中の収益お よび費用を加減する計算書をさしてい
る。 さらに,資金計算書や売買勘定集計表 と名づけうる財務表を作成 した商家
もあったといわれている13)。これ らの財務諸表は内部報告 目的で作成された
ものである。
5会 計基準と会計監査の起源
昭和24年に設定 された 「企業会計原則」以前に公表された体系的な会計基準
としては,昭 和9年 の 「財務諸表準則」があげられる。それが体系的 といえる
のは,貸借対照表,財産目録および損益計算書に関する会計基準 を包括的に扱 っ
ているからである。それは一般企業を対象 とした最初の会計基準といえよう。
しか し,強制力をもたなかったためにあまり浸透 しなかったようである。
特定の業種を対象 とした会計基準 としては,銀行業 に対する会計規制が最も
早かった。明治5年 に制定された 「国立銀行条例」およびその施行細則を定め
た 「国立銀行成規」がそれである。両規定に関 して,片 野一郎氏はつ ぎのよう
11)久野秀男 「国立銀行 『決算公(広)告』の系譜と課題」『学習院大学経済論集』第25
巻1号,昭 和63年6月,25ページ。
12)西川登,前 掲稿,215ペー ジ。
13)同稿,215-216ページ。
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に述べている。
「1.株式会社による銀行の業務の合理的経営,2.株 主お よび預金者の利
益擁護,3.そ れらに対する大蔵省の積極的保護および監督,の ために欠 くこ
とのできぬ手段 として,第1に 簿記,第2に 財務諸表,第3に 監査,を 制度的
に設定 し,こ れを有機的に活用 しようとしたものにほかな らない14)。」
これらの規定は当然に厳守 されることになった。
株式会社が登場する前の会計基準はどのようになっていたのであろうか。江
戸時代の商家では内部報告 しか行なわれていない。外部か ら会計規制が行なわ
れることはなかった。もっぱら,内部管理目的の会計基準が存在 したにす ぎな
い。支店管理者に対する利益配分が明確化されていた商家 もあったようである。
また,効 率的な資金配分のために一定の利息が課せ られた例 も見 られる。商家
の会計基準 は家訓等のなかに断片的に見出せるのではないか と思われる。
財務諸表の信頼性 を確保するためには会計監査が必要である。複式簿記の導
入に貢献 したアラン ・シャンドは明治8年 に第一国立銀行の検査 を実施 した。
それは小野組の破産を契機 としたものであ り,わが国における近代会計監査制
度の先駆をなす ものとされている15)。明治後期には会計専門家が現われるよ
うになり,昭和2年 に計理士法が成立 した。 しか し,監査制度そのものが不備
であったため,計 理士業務は会計監査 と結びつかなかった。
時代を遡 り,江戸時代の会計監査を考察するさいに無視で きない存在 として
勘定吟味役があげられる。徳川幕府は勘定奉行のもとに勘定吟味役を配置した。
それは幕府内部の組織であり,企業に対する会計監査を行なったわけではない。
勘定吟味役は,「天和2年(1682年)6月初めて置かれ,元 禄12年(1699年)
に廃止 されたが,正 徳2年(1712年)新井君美(白 石)の 建議によって再びこ
の役が設け られた16)」といわれている。明治13年に創設された会計検査 院は
その後身になる。
14)片野 一 郎 著 『日本 ・銀 行 会 計 制 度 史(増 補 版)』 同 文 舘,昭 和52年,5ペ ー ジ 。
15)同書,34ぺ ・一・一・ジ。
16)『会 計 検 査 院 百 年 史 』 昭 和55年,5ペ ー ジ。
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再設置の建議をした新井白石は,勘 定吟味役の職務についてつ ぎのように説
明している。
「第一には,天領の年貢および代官たちの適不適,第二には,年貢米の運送,
第三 には,堤防をはじめとする土木事業のことなど,第四には道中宿場のこと,
第五には諸国金銀銅山のこと,こ れらのことを調べ考えさせるべ きものであ り
ます17)。」
勘定吟味役はかなり広範な職務 を担当 したようである。また,つ ぎのような
義務 と権 限をもっていたといわれている。
「その収入支出については定式(か ねて予算 をもって決定しおるもの)の も
のは別 とし,そのいっさいの ものは長印 と称する楕円形の承認を押 した もので
なければ,老 中,勘 定奉行 といえどもその収支は自由にできないことになって
いた。万一奉行以下の ものに非違がある場合は直ちに老中に直接報告できる義
務 と権限を有 していた18)。」
再設置によ り不正行為が減少 したとして,白石 自身は高い評価 を与えている。
勘定吟味役 は幕府内の会計監査であ り,企業に対する会計監査とは異なる面が
あったかもしれない。 しかし,そ の重要性に早 くか ら注 目していた事実を忘れ
てはならないであろう。
6む す び
財務会計を6つ の構成要素に分け,そ れぞれの起源について考察を試みてき
た。それ らを要約すると図表2の ようにまとめることができよう。
これらの要素 を総合的に判断 してみると,財務会計の制度化に必要な条件の
多 くは明治時代に発生 しているといえるか もしれない。江戸時代 と明治以降と
では著 しい違いが見 られる。時代の転換期でもあ り,それはいわば当然であっ
17)新井 白石著,桑 原武夫訳 『折 りたく柴の記』中央公論新社,平 成16年,185ページ。
18)中瀬勝太郎著 『徳川幕府の会計検査制度』築地書館,平 成2年,94ページ。
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図表2財 務会計構成要素の展開
時代区分
構成要素
江 戸 時 代 明治 ・大正 ・昭和前期
企 業 (商人 ・商 家 ・豪 商) (株式 会 社)レ
外部の利害関係者 (支店管理者等) (政府 ・株主等)レ
複 式 簿 記 (和式帳 合 法) (西洋式複式簿記)レ
財 務 諸 表 ＼(内部報告目的) (外部報告目的)7
会 計 基 準 (銀行 条例 等)一(財 務諸表準則)一一レ(家 訓 等)
会 計 監 査 (会計 検査 院)一(計 理 士 制度)一一[レ(勘定吟 味 役)
たか もしれない。しか し,それぞれの要素についてさらに時代 を遡ることが可
能なようである。財務会計の前史を考察するにあたっては,江戸時代を視野に
入れることがむしろ大切なのではないかと思われる。
もっとも,こ れらの展開のなかで問題がないわけではない。それぞれの項目
間の連続性が明確 とはいえないものが含 まれている。その点については今後さ
らに検討 を深めたいと考えている。
